
 

 

 

 

 

 

 

 

 

２学期が始まって間もなく台本が配られ、配

役や伴奏者を決めてスタートした学芸会の練

習。まずは自分の台詞や歌詞を覚えることから始まり、続いて役柄の心情

を考えながら、気持ちを込めて言葉や動作で表現していく。９月下旬には

合唱台が設置され、舞台配置や大道具、小道具、照明、音響などを効

果的に使いながら劇や合唱、合奏を創り上げていった。その間、自分

たちの劇を見に来てくださる保護者や地域、来賓の方々に感動して

いただくために、学級で話し合ったり、アドバイスしあったりしな

がら練習を重ね、自分たちの目標へと近づけていく。そして迎え

た学芸会下見の会。正直、ほぼ完成に近い学級と、現段階ではス

トーリーやメロディーが伝わらない学級とまちまちであった。そ

こからさらにアドバイスを受けたことを吟味して修正を加え、ど

の学級も音楽部もさらに練習に励み、翌週の校内学芸会では、全

校児童が見守る中で自信をもって演技したり歌声を響かせたりし

ながら、自分たちの思いを必死に伝える姿がたくさん見られた。楽

しい場面では笑い声が会場に響き、感動的な場面では、真剣な眼差

しで演者の姿に見入る子がいっぱいいた。さらに精度を上げて臨んだ２１日（土）の学芸

会本番。仲間と思いを一つにし、どの子も自分のもっている力をす

べて出し切り、誰もが主人公として輝いた。劇や合唱、合奏を観ら

れた保護者や地域、来賓の方々も、満足げな表情を見せたり、感動

の涙を流されたりする姿もあり、常磐っ子の素晴らしさを肌で感じた。ここまでたくさん

の苦労があったけれども、仲間と一緒にたくさんの壁を乗り越えてきたからこそ、満足感

や達成感を得られたのだと思う。ご家庭での様々なサポートにも心より感謝いたします。 

常磐っ子のみなさん、最高の学芸会をありがとう！ 

 １年生の生活科で６月にさつまいもを植え、大切に育ててきた

さつまいもをみんなで収穫して、２５日（水）にさつまいもパー

ティーを行いました。家庭科室で鬼まんじゅうを作ってみんなで

おいしくいただき、収穫の喜びを感じることができました。 

校長室だより Ｎｏ．１９ 令和５年１０月２７日（金） 


